
文学関連授業の課題 

 

1 年生 文学Ⅰ 

①【セレクト漢字検定 5級―2級 確認と演習 三訂版】ｐ４２～ｐ５３。 

休校明けの最初の授業に小テストを実施する。出題範囲は「書き取り演習 A」と「書き取

り演習 B」のみとする。入学時に指示した課題（ｐ３０～ｐ４１）と合わせて実施するの

でどちらもしっかり勉強しておくこと。 

②【日本語力養成演習レポート集】ｐ１１～ｐ２９。 

「コラム演習レポート（１回）」から「コラム演習レポート（７回）」までを熟読し、読

めない漢字を辞書で調査し、読み仮名を付けること。初回の授業において実施状況をチェ

ックする。 

 

２年生 文学Ⅱ 

①【現代文 B】「山月記」（34 ページ～46ページ）を通読すること。 

②【新漢字の学習４～２級】３級 第１回～第４回（32 ページ～39ページ）までの漢字

を学習すること。 

  ※第１回目の授業で、３級 第１回～第４回（32ページ～39 ページ）から漢字小テ

ストを行う。各見開きで、左のページの二段目「② 次の―線のカタカナを漢字に直せ」

からのみ出題する。 

 

３年生 文学Ⅲ 

①【現代文 B】「こころ」（ｐ１５２～ｐ１７９）を通読すること。 

②【新漢字の学習４～２級】準２級 第１回～第４回（ｐ５６～ｐ６３）。 

休校明けの最初の授業に小テストを実施する。各見開きで、左のページの二段目「② 次

の―線のカタカナを漢字に直せ」からのみ出題する。 

 

４年生 日本語コミュニケーション 

①【日本語コミュニケーション講義録・演習レポート集】[演 1 演 2]の問題を自宅学習

し、講義開始の初日に提出を求める。  

②【日本語コミュニケーション講義録・演習レポート集】[03 履歴書の書き方 ｐ.6 の

[履歴書を書くための準備（事前に調べてメモしておくこと）]を各自で調査し、空白をす

べて埋めておくこと。 授業初日に検査をする。 

 

４・５年生選択 日本語の表現技法Ⅰ 

①辞書・事典を使用して「直喩法（明喩法）」がどのような表現技法か調べ、ルーズリー

フかレポート用紙に書写しておくこと。（インターネット上の辞書類も使用可。） 



②「直喩法（明喩法）」を使った表現を探し、ルーズリーフかレポート用紙に１つ抜き出

しておくこと。 

 ※①・②の課題については、必ず、引用した書名やホームページアドレス等を明記する

こと。 

 ※第１回の授業で検査を行う。 

 

４・５年生選択 文学特講Ⅰ 

ロシアの文豪、レフ・トルストイについて調べ、レポート用紙 1枚にまとめること。休校

明け最初の授業で回収する。調査に際しては、インターネットを活用してかまわない。 
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